
 

 

  



講評 

例年通り、60 分で大問３つですが、今年は比較的易しめでした。 

 

大問１ 前半は単振動で、どれも落とせない。後半は重力トンネルですが、慣れと不慣れで差がついたと思われま

すが、内容的には標準的です。 

大問２ マイケルソンのハーフミラーの実験。これも割と定番です。（４）以降はつながりを意識せず、単独に考え

てしまうと失敗します。（７）まで解かないと安心できません。 

大問３ 題材としてはわかり易いが、磁場のベクトル表記と、成分の符号と大きさの関係で戸惑うと時間的に厳し

くなります。丁寧に向きと大きさの関係を設問ごとに描くことが必要です。 

 

以上を踏まえて、75%から 80%の正答率が必要かと思われます。 


